大学とプロサッカーチームとの産学協働託児事業5年間の歩み--保育専門分野への導入教育としての意義と課題 by 矢萩 恭子 & 松山 洋平
田園調布学園大学紀要　第5号2010(平成22)年度
Bulletin of DEN-EN CHOFU UNIVERSITY　Vol.5(2010)























































18 年 4 月に人間福祉学部に新たに開設された「子ども家庭福祉学科」の準備室は、学科
開設に先立ち、川崎フロンターレに託児室設置の提案を行い、サポーターのために同様
の検討をしていた川崎フロンターレとの産学協働による託児室が、平成 17 年 2 月から
約半年間の準備期間を経て、同年 8 月に実現した。
　この「託児室」は、川崎フロンターレのホームグラウンドである川崎市中原区の川崎





PR 等の運営面に関しては、川崎フロンターレが担当している。なお、スタートからの 7 ヶ
月間は、田園調布学園大学の教職員のみにより託児が実施された。1
　平成 21 年度末に完成年度を終えた「子ども家庭福祉学科」は、学部改組が行われ、平


















び始めたばかりの大学 1 年次生全員（定員 100 名）に対して、授業出席回数に組み込む
形で、託児室実習を平成 18 年度の「子ども家庭福祉学科」第 1 期生から第 4 期生までと、


















1）場所　 川崎市営等々力陸上競技場 〒 211－0052 神奈川県川崎市中原区等々力 1－1
競技場内バックスタンド下役員室他




4）料金　1,000 円（税込・保険料代）／ 1 人
5）時間　対象試合の試合開始 1 時間前～試合終了後 30 分
6）担当　田園調布学園大学　保育士 2 名　他
7）申し込み　 先着順の事前予約制（運営事務局へのメール、FAX による）




























3）修得単位　演習 1 単位（平成 18 ～ 21 年度）／　演習 2 単位（平成 22 年度～）
4）対象学生　 「子ども家庭福祉学科」（平成 22 年度より「子ども未来学科」）1 年生全員
5）教員体制　平成 18 年度／専任教員 1 名
　　　　　　　平成 19 年度／専任教員 3 名によるオムニバス
　　　　　　　平成 20 年度／専任教員 2 名によるオムニバス
　　　　　　　平成 21 年度／専任教員 1 名がコーディネーター兼実質担当











成 22 年度に科目単位を「演習・通年 2 単位」としたことを契機に、学生各自が自分
の居住する地域で行われている子育て支援事業を学外見学する内容を新たに付加した。





































































　 　下記表 3 に過去 4 年間の「託児室」利用人数を各回ごとに示す。なお、「託児室」を




表 2－3　「託児室」利用日と利用人数（平成 18 年度～平成 21 年度）
回
利用日 [ 利用人数 ]
平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度
1 3/5 [3] 3/3 [13] 3/9 [16] 3/7 [16]
2 3/21 [7] 3/17 [8] 3/20 [11] 3/11 [8]
3 4/16 [8] 3/21 [11] 3/30 [13] 4/4 [17]
4 4/26 [2] 4/15 [13] 4/5 [15] 4/18 [15]
5 4/29 [6] 4/25 [3] 4/16 [5] 4/21 [7]
6 5/7 [4] 4/29 [16] 4/26 [9] 4/29 [15]
7 5/17 [5] 5/6 [13] 5/3 [12] 5/16 [15]
8 5/21 [6] 5/9 [3] 5/10 [12] 5/19 [10]
9 6/7 [6] 5/27 [13] 5/17 [13] 6/20 [16]
10 7/8 [1] 6/16 [10] 5/31 [8] 7/1 [8]
11 7/22 [6] 6/23 [10] 7/6 [13] 7/5 [15]
12 7/26 [13] 6/30 [13] 7/17 [8] 7/18 [13]
13 8/12 [9] 8/15 [6] 7/26 [11] 7/19 [7]
14 8/23 [9] 8/25 [12] 8/17 [11] 8/1 [16]
15 9/3 [8] 8/29 [7] 8/18 [6] 8/23 [15]
16 9/17 [10] 9/15 [15] 9/20 [15] 8/30 [14]
17 9/30 [7] 9/26 [8] 10/4 [14] 9/2 [3]
18 10/7 [11] 9/30 [11] 10/26 [12] 9/19 [16]
19 10/14 [8] 10/13 [14] 11/23 [8] 10/4 [15]
20 10/28 [8] 10/20 [13] 11/29 [14] 10/25 [11]
21 11/18 [10] 11/11 [12] 11/8 [13]
22 11/26 [13] 11/24 [15] 11/28 [15]
延べ人数計 160 人 239 人 226 人 280 人
実質利用者計 53 人 76 人 53 人 63 人
平均利用者数 7 人 10.8 人 12.9 人 13 人
リピーター数 26 人 47 人 35 人 34 人



















平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度
1 歳 6 か月～ 1 歳 11 か月 47 人 54 人 39 人 46 人
2 歳 0 か月～ 2 歳 5 か月 23 人 57 人 32 人 28 人
2 歳 6 か月～ 2 歳 11 か月 22 人 53 人 36 人 36 人
3 歳 0 か月～ 3 歳 5 か月 18 人 33 人 57 人 13 人
3 歳 6 か月～ 3 歳 11 か月 23 人 13 人 64 人 38 人
4 歳 18 人 21 人 27 人 88 人
5 歳 1 人 6 人 3 人 31 人
6 歳 8 人 2 人 0 人 0 人
利用者延べ人数計 160 人 239 人 258 人 * 280 人
* 平成 20 年度は、当日キャンセルが 32 人あったため、実際の利用者延べ人数は、226 人である。





　 　次に、利用児の年齢（月齢）の最多の山が、1 歳 6 か月～ 1 歳 11 か月（平成 18 年度）、
2 歳 0 か月～ 2 歳 5 か月（平成 19 年度）、3 歳 6 か月～ 3 歳 11 か月（平成 20 年度）、




　 　ちなみに、1 歳半から 2 歳台までの利用児が利用者全体に占める割合を調べると、
平成 18 年度から順に、92 人（57.5％）、164 人（68.6％）、107 人（41.5％）、110 人
（39.3％）であるのに対して、3 歳台以上の幼児が利用者全体に占める割合は、68 人








　 　前述のとおり、平成 18 年度以来、科目の教員体制は変遷があるものの、託児室実習










< 室内風景 1 > < 室内風景 2 >
< 泣いている子どもを抱く > < おむつ交換 1 > < おむつ交換 2 : 教えてもらいながら >






　　・ 派遣保育士／派遣会社へ派遣保育士 1 名を依頼（但し、毎回特定の保育士を派遣
するよう依頼）


























































　 　調査対象は、田園調布学園大学子ども家庭福祉学科の平成 18 年度入学生～平成 21
年度入学生「子ども家庭福祉演習」受講者である。回答者数は計 384 名であり、平成
18 年度は 119 名、平成 19 年度は 88 名、平成 20 年度は 91 名、平成 21 年度は 92
名となっている。
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　 　まず第一に、表 3－1 には、平成 20 年度、平成 21 年度実施の「子ども家庭福祉演習」
授業アンケートより、最も印象に残っている授業内容について（質問 1）の回答数と
割合を示している。
　 （なお、平成 18 年度、平成 19 年度については、授業内容が異なり、授業アンケート
の質問項目となっていないため、割愛した。）
　 　本演習は、外部講師や手作り教材研究など様々な授業内容を実施しているが、平成




平成 20 年度 平成 21 年度 合計
回答数 割合（%） 回答数 割合（%） 回答数 割合（%）
1．フロンターレ託児室への参加 48 36.92 71 43.75 119 38.89
2．保育園の先生方による公演 24 32.31 18 10.02 42 13.73
3．手作り保育教材の製作と実演練習 17 13.08 18 10.02 35 11.44
4．手作り名札の製作 12 9.23 22 12.50 34 11.11
5．DCU 祭　子どもギャラリー 6 4.62 22 12.50 28 9.15
6．現役保育士による手作り保育教材実演 6 4.62 11 6.25 17 5.56
7．手作り保育教材発表 6 4.62 7 3.98 13 4.25
8．現役園長先生の講演 5 3.85 2 1.14 7 2.29
9．ふれあい遊び / 手遊び / おりがみ遊びの演習 3 2.31 2 1.14 5 1.63
10．保育関係学外行事 3 2.31 1 0.57 4 1.31
11．フロンターレ「託児室」事後指導授業 0 0.00 1 0.57 1 0.33
12．フロンターレ「託児室」事前指導授業 0 0.00 1 0.57 1 0.33
13．2 歳児の発達と遊びについての VTR 授業 0 0.00 0 0.00 0 0.00
回答数合計 130 100.00 176 100.00 306 100.00
＊平成 20 年度：無効 26 人、平成 21 年度：無効 4 人（無効は未記入など）
　 　次に、表 3－2 には、託児室実習を体験したことが、自分にとって良かったかどうか









平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 合計
回答数 ％ 回答数 ％ 回答数 ％ 回答数 ％ 回答数 ％
非常に良かった 79 67.52 56 70.00 62 65.26 67 72.83
377 98.18
良かった 36 30.77 23 28.75 31 32.63 23 25.00
あまり良くなかった 2 1.71 1 1.25 1 1.05 1 1.09 5 1.30
良くなかった 0 0.00 0 0.00 1 1.05 1 1.09 2 0.52
合計 117 100.00 80 100.00 95 100.00 92 100.00 384 100.00







　 　その結果を読み取り分類した結果が、グラフ 3－1 ～ 3－3 である。年度による違い
を見るため、平成 18 年度時点での分類項目に従って 4 年間を比較した。（但し、④は
保育初学者ということもあり「環境設定」に関して曖昧な記述が多く、ここでは分析
から除外する）












































































































































































































































　 　平成 20，21 年度の参加レポート
は 5 つの質問に対する記述式レポー























































































































































































１ 注意の仕方・叱り方 24    
２ 年齢による遊び方・発達の違い 23



































































1 ～ 10 の合計チェック数：287











1 ～ 8 の合計チェック数：139
　 　③と④のチェック数を比較してみると、④の「学び・気づき」よりも③の「疑問・
困難」の方が多くなっている。例えば、それぞれの 1 番目の項目を見ると、③が 49，
④が 24、2 番目の項目では、③が 42，④が 23 である。上に挙げたチェック数 14 以
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調査時期は平成 22 年 10 月で、託児室を利用する保護者に対して「託児室」当日にア
ンケート用紙を手渡しし、回収方法は、郵送または、次の「託児室」の際に直接受け





　 　利用者の状況については、第 2 節「託児室実習の概要」表 2－3 に示したように、
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成 18 年度および平成 21 年度は 53 人、平成 19 年度、平成 21 年度は、それぞれ 76
人、63 人であった。平成 18 ～ 21 年度の実質利用者に占めるリピーター率の平均は、
57.0％であった。実は、今回アンケートに回答して頂くことができた保護者も、全員
が「託児室」を複数回利用した経験があるリピーターの方々である。（質問 2 の回答より）




　 　質問 3 の利用時期については、平成 18 年 4 月から利用開始している方から、平成
22 年 5 月から利用開始している方まで幅広く、利用回数も回答者の記憶が厳密でない
可能性もあるが「60 回くらい利用」から「3 回利用」までと比較的広範囲の利用回数
者からアンケートを頂くことができた。






















































































































































































　　　※ 「子ども家庭福祉学科」が完成年度に至る平成 21 年度までは、1 年次 11 月に





































































































































































































































































尽力され、平成 18 年度から 2 年間「子ども家庭福祉演習」授業を担当された元副学長・























 　 参考文献として、東横学園女子短期大学『実践力ある保育者養成実現の教育プログラム』2008 年 3 月、お茶の
水女子大学『大学コミュニティにある保育実践と学生の学びをつなぐ』2010 年 1 月、など。大学との協働による
子育て支援事業については、財団法人こども未来財団平成 19 年度児童関連サービス調査研究報告書『親参加
型子育て支援活動の実態調査と担当者の専門性に関する研究』2008 年 2 月、に活動事例が載っている。
3　川崎フロンターレ公式サイト「田園調布学園大学・川崎フロンターレ『託児室』ご利用のお客様へ」
 　http://www.frontale.co.jp/tickets/main/daycare_kids.html　，2010/9/21 閲覧
4　 ハーフタイム後、マスコットの着ぐるみとともに、「託児室」の子どもたちを訪問する。中には怖がる子どももいるが、
この時間を楽しみに、着ぐるみに握手したり、抱きついたり、お土産のカードをもらいに行く子どもも多い。
